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前橋市環境基本計画の改訂について 

 

１．改訂主旨 

  前橋市では「前橋市環境基本計画」を策定し、前橋市環境基本条例に基づく３つの

基本理念、５つの環境像を位置付け、総合的・計画的に環境行政を推進してきました

が、平成 29年度に現在の計画期間が終了します。 

  近年、東日本大震災及び東京電力福島第一原子発所事故による再生可能エネルギー

への関心の高まりや、人口減少社会の到来など社会経済情勢に著しい変化があり、今

後も環境問題をとりまく状況に継続した変化が予想されます。 

そこで、平成 30年度を初年度とする計画を定める必要があることから、「前橋市

環境基本計画」を改訂します。 
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２．計画改訂の視点 

（１）基本理念、環境像の継承 

基本理念及び環境像は現行計画を継承します。 

 

（２）環境政策・環境保全の重点化 

計画の構成は、現行計画を基本とします。また、水辺・緑化・景観・文化・農業等

の快適環境分野や交通政策等は関連基本計画との連携を図るものとし、本計画では環

境政策・環境保全に重点をおいた内容とします。 

さらに、以上の趣旨から、現行計画の「地区別環境配慮指針」は、前橋市で見られ

る貴重な生物種や生態系の特徴及びその保全方法について、前橋市全域を対象として

とりまとめた内容として作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市民に親しみやすく、コンパクトな構成・内容 

環境基本条例の理念・環境像の実現には、市民・事業者・行政が協力して取り組む

ことが重要であることから、多くの市民や事業者の方々の理解を深めるために、手に

とってわかりやすい計画とします。 

 

（４）新たな法令や施策展開の反映 

現行計画の策定以降の新たな法令や国・県等の上位計画、施策展開の変化を計画に

反映します。 

 

（５）分かりやすい指標の設定と進行管理の手法の検討 

計画の進捗を測るための指標については、施策の見直しと合わせて適切な指標を設

定するとともに、現行の進行管理を点検の上、必要に応じ新たな手法を検討します。 

 

 

 

 

環境基本計画 

【環境政策・環境保全に重点】 

水辺・緑化・景観・文化・農業等の快適

環境分野や交通政策等の基本計画 
連携 

環境基本計画と関連基本計画との連携により 

基本理念及び環境像を実現 
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３．計画の役割と位置づけ 

本計画は、「前橋市環境基本条例」の基本理念及び環境像を達成するため、市のあら

ゆる施策を環境保全の観点から捉えた計画となります。そのため、本計画は「前橋市総

合計画」を上位計画とし、これを踏まえ側面から支える計画となります。また、基本理

念及び将来像は、まちづくりと連携して進めていく必要があるため、「前橋市都市計画

マスタープラン」をはじめとした関連基本計画と合わせて施策を進めていきます。 

なお、廃棄物については「前橋市一般廃棄物処理基本計画」、地球温暖化防止対策に

ついては「前橋市地球温暖化防止実行計画」、エネルギーについては「まえばし新エネ

ルギー導入アクションプラン」が策定されており、これらは個別の課題を解決するため

の施策群として位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連基本計画 

前橋市 

環境基本計画 

前橋市景観計画 

関連個別計画 

前橋市 

緑の基本計画 

地域公共交通網 

形成計画（策定中） 

前橋市環境 

基本条例 

前橋市一般廃棄物

処理基本計画 

前橋市総合計画 国：環境基本計画 

県：群馬県環境基本計画 

前橋市都市計画 

マスタープラン 

前橋市地球温暖化

防止実行計画 

まえばし新エネルギー

導入アクションプラン 

前橋農業振興地域

整備計画 
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４．計画の対象分野 

本計画では、市域の環境政策・環境保全に関する「課題」を対象とし、その改善のた

めの方針を明らかにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．計画適用の期間 

本計画が適用される期間は、平成 30年度から平成 39年度までの 10年間とし、社

会的情勢の変化が生じた場合、必要に応じて内容を見直していきます。 

 

 

 

 

  

 

●環境汚染の防止 

・典型７公害（大気汚染、水質汚濁、 

騒音、振動、悪臭、土壌汚染、地盤沈下） 

・都市型公害（PM2.5、光化学オキシダント） 

 

●身近な生態系 

・生息空間 

・生物種 

 

 

●循環型社会 

・地球温暖化、資源循環、

エネルギー循環 

 

 ●環境保全活動 

・体験機会の創出、自主行動の喚起 
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６．計画の構成（案） 

項目 改定の方向性 

第１章 計画の基本的な考え方 ・本資料の１～５を基に作成 

第２章 計画の基本理念と環境像 ・現行計画を継承 

第 3章 まえばしの環境の今と未来 

１ まえばしの概況 

 ２ まえばしの環境の現状と課題 

・現況データ等の更新 

第 4章 環境保全のための施策展開 

１ 施策の体系と行動指標 

 ２ 施策展開 

・環境政策・環境保全に重点をおいた内容とし

て作成 

・前橋市で見られる貴重な生物種や生態系の特

徴及びその保全方法について、前橋市全域を

対象としてとりまとめた整理を追加 

・新たな法令や施策展開の反映 

・計画の進捗を測るための指標：施策の見直し

と合わせて適切な指標を設定 

第 5章 市民・事業者・市の環境配慮指針 

 １ 市民・事業者・市の責務 

 ２ 市民の環境配慮指針 

 ３ 事業者の環境配慮指針 

 ４ 市の環境配慮指針 

・施策の体系に即して、市民・事業者・市の役

割（環境配慮指針）を整理 

・特に市民、事業者については環境配慮行動を

実践することのメリット等を表現 

第 6章 計画の推進体制と進行管理 

１ 計画の推進体制 

 ２ 計画の進行管理 

・現行の進行管理を点検の上、必要に応じ新た

な手法を検討 

 


